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訪問調査日 平成29年8月22日

田園風景の中に平屋作りで天井も高く、風 通りも良く明るくてとてもおちつく雰囲気の建物でし
て　駐車場も広く、天気の良い日には、外に出ては外気浴をしながら体操をしたり、レクリエー
ションを行ったり、田んぼの廻りを散歩したりしています。
裏には 畑が有り野菜の種まきや収穫のお手伝いの出来る方には お手伝いをして頂いており
ます。　　　　利用者さんの出来る事は　して頂き、出来ない事は　私達が　お手伝いして出来
る様支援しております。　看取り支援に対しても対応出来る様　支援して行きます。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
鮮やかな黄色と緑のポップ感漂う看板が欧風パン屋のようなイメージで「楽しそう」との印象の
外観をもつ事業所です。玄関先のベンチで職員に手渡された煙草に火を点し、満足そうに煙
をくゆらせる男性利用者の姿が、理念「その人らしく　安心して　過ごせる家」を十二分に体現
していて、「その人の生い立ちを理解するように」と管理者が常に言ってきかせていることが実
を結んでいることが覗えます。「残業はしないように」「休憩は１時間とるように」と働きやすい
環境をつくり、「介護に正解はないから…」として、資格や経験に頼らず皆で話し合い総意で取
り掛かることを旨としているためか、朗らかで伸び伸びとした振舞の職員が多いように映りま
す。

基本情報リンク先

静岡県磐田市東小島260所在地

グループホーム福田の家　1号館

1  自己評価及び外部評価結果

2276600398

法人名 都メディカル有限会社

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2276600398-00&PrefCd=22&VersionCd=022

評価結果市町村受理日平成29年6月10日 平成29年9月26日

事業所番号

静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2276600398-00&PrefCd=22&VersionCd=022


自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

「その人らしく安心して過ごせる家」の理念を
掲示して管理者、職員が共有し利用者さん
の思いを大切に聴き入れ支援をしています。

理念は掲示し、また実現のために「その人の生
い立ちを理解するように」と管理者が常に言って
きかせています。玄関先のベンチで煙草に火を
点し、満足そうに煙をくゆらせる男性利用者の姿
が、理念「その人らしく　安心して　過ごせる家」
を体現していました。

地域の行事ごとなど　『節分、敬老の日、祭
典、他』にお誘い頂いたり、施設にボランティ
アの方の来設時に地域の方に声をかけ誘っ
たりしています。　　子供会の廃品回収参加
したりしています。

会報誌を回覧板に挟むことを休止した時期を経
て後「なんで止めたの…」といった住民の声を以
て地区で再開された件や、運営推進会議では自
治会長だけでなく三役まで顔ぶれが拡がってい
ることから、開設１４年となる積み重ねが地域と
の関係にも現れています。

運営推進会議で　認知症について話したり、
説明したりしております。
他施設の管理者、包括の方とで地域の皆さ
んの集まりに出向き話す機会を作様にしてい
ます。

会議には、毎回状況報告の場が有り、「入居
者の平均年齢、介護度、状態説明」を行って
います。　　会議の名前を『ふれあいトーク団
欒』と変え参加し易いのではないかという意
見から変更してみました。

出席者が少ないことを相談したところ、地域から
「名前が堅苦しいのでは…」との提案があり、現
在は〝ふれ愛団欒会〟と名称を新たにして、１
名メンバーを増やすに至っています。また内容も
会議形式をやめ、井戸端会議のようにざっくばら
んに話し合える場を目指しています。

全体連絡会議等に、参加をしています。
生活課、保険課に行き現状報告、相談につ
いてお話に出向く様に心掛けています。

毎月の、市主催の事業連絡会には必ず出向き、
また介護相談員も受入れ連携に努めています。
さらに進んで、地域包括支援センター職員を含
む地域の事業所とともに発足した〝福田ファイブ
〟では、地域住民の認知症理解が深まるよう事
業を展開しています。

グループ一丸となり掲示物、市、県に誓約を
結び実施している。施錠は、時間を決めて
行っています。

１ユニットの、職員配置が３名の時間帯を中心に
開錠を意識しておこない、日中の施錠はやむを
得ない場合のみとしています。３号館では徘徊
の症状がある利用者が複数名いて開錠に難儀
はあるものの、職員が外気浴や散歩に誘って「し
ない」方向で取組んでいます。

市・県の指示に従うと共に本部主体の研修・
勉強会に出席しレポート提出を行っていま
す。

静岡県（グループホーム福田の家　1号館）
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム福田の家　1号館）

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

成年後見人については最近家族の意向でつ
いた方が居ますが　質問があれば答えられ
る様にはしておきたいです。本部に問い合わ
せ体制は出来ています。

契約時に 重要事項説明書を読み上げ理解
いただけるまで説明をし納得頂いた上で締
結しています。

重要事項・運営規定については各ユニットに
掲示し表記しています。玄関にご意見箱を用
意して意見要望等の受け入れをしています。
奇数月には会報紙を発行して、毎月利用者
さんの様子を報告しています。

努力のかいあって運営推進会議にやっと１名の
家族参加が叶い、珍しい集いや行事には声かけ
をして双方向のコミュニケーションを心掛けてい
ます。また個々に月次で担当職員が様子を書面
で届け、「福田の家だより」を隔月発行していま
す。

「堅い場には行きたくない」家族の気持ち
があるように思うため、少人数で膝詰めで
できるサービス担当者会議へ家族も誘う
と、なお良いと思います。

昼礼を毎週1回行い本部の方針等の説明し
た後に職員さん一人一人が 行っているサー
ビス内容を発表しています。

「残業はしないように」「休憩は１時間とるように」
と働きやすい環境をつくろうとしています。また
「介護に正解はないから…」として、資格や経験
に頼らず皆で話し合い総意で取り掛かることを旨
としているためか、朗らかで伸び伸びとした振舞
の職員が多いように映ります。

4月の介護職員処遇改善加算の改定に伴い
支給形態が変わり　働いた分だけ給料も支
給され　達成手当も達成すれば頂ける。

毎月一回　本部からの課題に対して勉強会
を開催している。
年に2回、研修会には全員参加のレポート提
出する事に成っています。

管理者は包括の方と他施設の管理者でグ
ループワークをしたりして意見交換や交流を
図っています。　　職員さんも個々の仲間や
友人関係を持ち意見交換をしています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム福田の家　1号館）

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

お話をする事で緊張、恥ずかしさが取れると
思いますので、声掛けをし利用者さんのニー
ズ、行動を把握出来る様に心掛けています。

入所時のリスクの説明をし理解をして頂く。
小さい事、些細な事でも面会等顔を見た時に
は近況報告をする様に連携を取れる様に心
掛けています。

協力医、協力施設、ケアマネ、地域責任者に
アドバイスを受けて必要な場合には、管轄の
包括支援センターに依頼しています。

安心して生活できる様に困った事など何か有
ればお話をしたりして信頼関係を築きお互い
を知って頂ける様に支援をしています。

自宅での生活と思って頂ける様に皆で出来
るお手伝いをして頂き皆さんと楽しく共同生
活が出来る様に支援をする。

ご家族の確認許可が取れれば面会、外出す
る事も出来ます。
電話も同様に協力支援を致します。

面会時間については、就寝の早い人もいるため
「夜は早めに…」とアナウンスしていますが、友
人も気軽に訪れ、兄弟が毎月外食に誘い出して
くださる人もいます。雛人形をつくっていたことが
ある人には縫い物を、また嗜好では「煙草、飲酒
も続ける」ことを支援する態勢があります。

利用者さん同士の仲介に入り仲を取り持ちを
してたり　他館の人との交流を取れる様にレ
クリエーションを皆で行ったりしています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム福田の家　1号館）

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

退去の相談を受けたら回避できる様な理由
でしたら協力を惜しまず協力致します。
退去時情報提供を管轄する包括に提供して
退去後に利用できるサービス事業者のご紹
介に繋がる様に支援いたします。

利用者とのコミニュケーションを大切にし、一
人一人の想い・希望・意向を把握して日々の
生活に生かしています。

食事の仕方、マナーに難がある利用者を制した
り否定的な言葉は一切なく、例えば「たくさんの
量を食べたい」という人には提供の皿を２枚に分
け「おかわり」の声に応えていて、本人本位とな
るよう黒子としての意識が行き渡っていることを
視認しました。

ご家族・ご本人に今までの生活歴・健康状態
を聴き情報収集し把握に努め、入居以前の
担当ケアマネさんに情報提供して頂く。
アセスメントを実施し、モニタリングを定期的
に行う事でこれまでの暮らしを把握するよう
に努めています。

日々の過ごし方を記録に残し「気付き、変化」
が有れば職員全体に把握出来る様にしてい
ます。

本人、ご家族さんのニーズをしっかり聴き取
り　それに対してどんな支援が良いのかサー
ビス担当者会議を開き　本人一番有った支
援を見つける様にしています。

各ユニットに計画作成担当者を置き、２号館の担
当者が介護支援専門員を兼ねています。サービ
ス担当者会議には利用者本人も加わり、計画作
成担当者がほぼ介護計画書を仕上げており、現
場・現状に基づいていて作成されています。

日々の経過は　小さな事　気づきでも記入し
て介護計画の見直しに生かしています。

ご本人、ご家族様の状況に合わせた対応や
支援をします。
看取り支援を出来る様に進めています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム福田の家　1号館）

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

地域の方からのお誘いが有れば行事ごと、
祭典にはホームに屋台が来て下さる。
廃品回収に協力をしています。

入所時に　かかりつけ医をどうするかをしっ
かり聴き、途中から受診が大変に成れば施
設のかかりつけ医に変更される方もおりま
す。

在宅の頃からのかかりつけ医を続ける人２名は
家族が、他の利用者は職員が協力医へと通院
介助をおこない、その結果は個々人の介護記録
にファイルして共有しています。また現在の協力
医は看取りにも協力的です。

毎週一回の看護師の来設時に変化等が有
れば　報告相談を行い適切な処置を行う様
にしています。

入院時には病院の担当者と連携を取り情報
交換を行い、情報提供をし入院中の面会に
伺い状況の把握に努める様にしています。

職員間の協力と医師、看護師の協力の下で
終末期の取り組み、看取りに対しての施設の
指針の説明をし理解と協力を今現在している
最中でいます。

これまでは看取りをおこなっていませんでした
が、現在の管理者となってからは「本人、家族が
望むなら…」との考えを家族に伝え、書面も交わ
しています。此処２年で４名のお見送りを体験
し、「住んでいるところで命を全うするのは自然な
こと」が浸透しつつあります。

施設内独自の連絡網を使い職員間の連絡
は取りご家族様には、処置の意向をお聴きし
てあり　　　救急隊に伝える。　　応急処置に
関しては本部マニュアルにて勉強をしていま
す。

年に2回の避難訓練を行い 別に津波災害の
訓練を行う様にしています。
地域の避難訓練に参加して地域の皆さんの
協力をお願いしています。

非難訓練では近隣企業とも協力体制を築き、避
難場所まで職員と実際に歩くことも実践していま
す。職員だけなら５分程度の距離ですが途中リタ
イヤしてしまったり、車いすでは３倍以上の時間
を要することも判り、運営推進会議でも地域へ応
援を求めています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム福田の家　1号館）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

目線を合わせて声掛けに気を付けておりま
す。　プライドを傷付けない様に心配りし、本
人の尊重を受け入れるように気配りに気を付
けた支援をしております。

法人の教育課程にも位置付けられ職員知識を
標準化させるなか、特段事業所内での「～ねば
ならない」は設けてはいません。「親しき仲にも礼
儀ある」だけは管理者から注意を促す必要があ
るほど、若い男性職員も挨拶や気配りがあり親
交を進める力に秀でています。

声掛けを行い本人が何をしたいのか「どうし
ますか？」と意向を伺う。洋服も「これで良い
ですか？」と聴いてから行う様にしています。

日課になっている『リハビリ体操、炭坑節」な
ど強制はしませんが、始めの声掛けはしてい
ます。　　レクに関しては、利用者さんにお聴
きしてから実施しています。

洋服は、お聴きしてから着替える。
整髪は、毎朝自分でかお手伝いして行いま
す。　美容師が二カ月に一度訪問して行いま
す。

食材準備が出来る方には、簡単な準備をお
願いしています。　　片付けの食器洗い、食
器拭きの手伝いをお願いしています。

湯煎で温める半製品状態で惣菜が届き、ご飯と
汁物は職員手作りです。ご飯が程よく柔らかく
ふっくら炊けていることや、業者の味付けであっ
ても「どうですか？」「お口にあいますか？」と確
認する姿勢に感心しました。餅つき、紫蘇ジュー
スと季節を感ずる手作りの日もあります。

メニューの献立は業者栄養士にお願いして
います。
水分補給に関しては、制限のある方には指
示通りに支援し無い方には、10：00・15：00に
行います。

毎食後のケアに関しては、個々の状態に合
わせて行います。起床時に関しても同様に行
います。　夕食後には必ず口腔ケアし義歯の
方は、お預かりし一晩洗浄を行う様に支援し
ております。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム福田の家　1号館）

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

尿意便意の有る方以外は、声掛けを行い（2
時間おき）排泄パターンを把握しなるべく利
用者さんが気持ち良く出来る様に心掛けて
支援しています。

「業務軽減のためにと」昨年、法人の指示で排泄
チェック表が廃止されていますが、「気になる人」
には介護記録の枠外などに職員がメモ書きし
て、必要な観察は継続しています。

薬に余り頼らず　なるべく身体を程よく動かし
て頂き水分にも気を付け頂く
個々に食べ物で調整できる方には購入して
食して頂く様にしています。

利用者さんの希望で行う事は困難であるの
で　週に２～３回に行い入る入らないは、本
人の意思をお聴きし無理に行う事は致しませ
ん。

週２～３回を目安にしてはいますが、「入りたい」
となれば対応でき、また拒否には時や人を替え
「明日となってもよい」と、無理強いしないように
対応しています。またエチケットとして、「箪笥か
ら着替えをだす（干されたそのままの衣類を着用
させない）」も指導されています。

年齢に合わせて横に成って頂きます。その
日の体調が悪いとかはバイタルを気にしなが
ら休息して頂く。　横になる際には時間を決
めて休んで頂く

処方された指示通りに与薬をして頂き　副作
用、用法に関しては医師からの説明とネット
にて検索を行い誰が見てもを借る様に心掛
けています。

たまには外食がしたいと云えば支援できる方
には付き添い支援をし、天気の良い日には
必ずが気浴をし散歩に出たり支援を行う。

外出、外泊は自由に行う事は、出来ます。
買い物や外出なども計画し一人ひとり、みん
なでと云った様に支援できます。

駐車場も広く、プランターやベンチが配されて外
気浴の場が用意され、また周囲は住宅と企業が
点在していて田園風景も残る地域なことから、稲
の育ちを話材としつつの散歩が慣行されていま
す。買い物がてらのドライブ外出はありますが、
ここ数年遠出ができていません。

「小分けの小人数でも、遠出を」というの
は以前からの願いとのことですので、是
非早めの実現を期待します。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム福田の家　1号館）

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

高額な金額は　無理です。ですが中には、家
人さんの了解を得てお財布にお金を持って
いる方も居ります。
お買い物希望が有れば同行し買い物に出掛
ける事も出来ます。

電話のやり取りは可能ですが　中には逆効
果で不穏に成る方には支援できません。
手紙が届けば読んで上げたりし返信には代
筆をして上げたりも致します。

外には、プランター栽培で花や野菜を植えた
りして、室内では季節ごとの行事関する飾り
付けをしたりしています。

天井高で大きな梁が渡り、明るい雰囲気です。１
号館は北向きのため窓から柔らかい光がはい
り、２号館の南の光は強いためレースカーテンが
引かれています。なぜかカーテンは７分丈で（理
由はすでにわからないとのこと）カフェカーテンの
体裁で、戸外の様子を観ることができます。

手押し車、車椅子の行き来出来障害物等は
置かない。　　台所にいても利用者さんの事
が解る様にオープンキッチンに成っていま
す。

皆でお話やゲームが出来る様に席替えをし
たりし他館にも行ける様に職員と一緒に行く
事も出来ます。

自宅で使っていた物や家具などを居室に置
いて頂いても良くて事由に居室を使って頂い
ています。

転倒の心配から畳を入れて布団で寝起きしてい
る人の居室には、楽に座れるようにと職員が段
ボールにタオルをかけた簡易な背もたれもありま
した。カーテンが付いたクローゼットがあり、そこ
に大半を収納できるためか、大きな持ち込みは
みられません。

9/27



平成 29 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○
○

○
○

○
○

○ ○

○ ○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2276600398 福田の家は、田園風景の中にポツンと建っている平屋建の建物で開放感のある施設です。周
りには実の成樹、四季を感じさせる草花が植えて有り　見る目を楽しませてくれています。天
気の良い日には、駐車場で外気浴を楽しみリハビリ体操、ボール投げ、散歩など健康管理と
気分転換を兼ねて他の館との交流を楽しんでいます。定期的に発行している『福田の家だよ
り』で近況報告をし　ご家族や自治会の皆様と交流を深め『その人らしく 安心して 過ごせる
家』を目指しています。

法人名 都メディカル有限会社

事業所名 グループホーム福田の家　2号館

所在地 静岡県磐田市東小島260

自己評価作成日 平成29年6月10日 評価結果市町村受理日 平成29年9月26日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2276600398-00&PrefCd=22&VersionCd=022 鮮やかな黄色と緑のポップ感漂う看板が欧風パン屋のようなイメージで「楽しそう」との印象の
外観をもつ事業所です。玄関先のベンチで職員に手渡された煙草に火を点し、満足そうに煙
をくゆらせる男性利用者の姿が、理念「その人らしく　安心して　過ごせる家」を十二分に体現
していて、「その人の生い立ちを理解するように」と管理者が常に言ってきかせていることが実
を結んでいることが覗えます。「残業はしないように」「休憩は１時間とるように」と働きやすい
環境をつくり、「介護に正解はないから…」として、資格や経験に頼らず皆で話し合い総意で取
り掛かることを旨としているためか、朗らかで伸び伸びとした振舞の職員が多いように映りま
す。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成29年8月22日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（グループホーム福田の家　2号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

『その人らしく安心して過ごせる家』という理
念を各館に掲示し利用者さん一人ひとりがそ
の人らしく生活できるよう心掛けています。

年6回の運営推進会議の実施　祭りや防災
訓練、豆まき等の行事にも参加させて頂いて
います。

廃品回収に協力し　中学生の福祉体験授業
を毎年12，3名を受け入れて福祉について学
んで頂いております。

会議には、自治会役員さん、市福祉課、包
括、ご家族さんに参加をお願いし　施設の現
況報告をしその時期の問題点などを話し合
い皆さんから意見を聴き今後のサービス向
上に役立ています。

運営推進会議でより良いサービスに付いて
アドバイスを頂いています。
管理者が市役所などに出向いて意見等を聴
きに伺っている様です。

グループ全体で身体拘束0を掲げています。
９～１６までは開錠し利用者さんの希望が有
れば一緒に歩いて出る事をしています。

本部主体の研修に参加したり、職員会議の
時にグループ内独自のテキストに沿って勉
強会を開催している。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家　2号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

取組みに関しては　まだ 取り組みについて
はいません。今後は、研修などで勉強できた
らと考えています。

契約時に重要事項説明し承諾の契約を交わ
しているので理解と納得は得ていると思いま
す。　　　　その際に 転倒等のリスクに関して
も説明し理解を頂いています。

意見、苦情の窓口を明確にし重要事項内に
も明記されていて、い『意見箱』の設置をして
いる。

毎月の職員会議で意見を出し合いより良い
施設作りを目指している。

給与規定の改善や休憩時間の見直しなど就
業環境整備が行われています。

新人職員には入社後に本部に集まり研修を
受けレポート提出を行う。
正社員には年に二回の研修を行っていま
す。

管理者は、市の定例会などに出席し意見交
換を行っています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家　2号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居し始めの頃にご本人から話を聴きその
方の要望などを聞き取れる様に心掛け声掛
けにもクフをする様にしている。

ご家族さんと連絡を密に取りご家族さんの要
望、不安等を理解し　それが取れる様に共有
して行く様にしています。

協力医、ケアマネよりアドバイスを頂き　必要
な場合には地域包括支援センターにも協力
をお願いしています。

利用者さんが手伝えることは手伝って頂き
共に助け合って生活できる様に支援していま
す。

日々の様子を月次報告書に載せそれを通し
て伝えたり電話でお話して頂いたりし共に支
え合っています。

ご家族を通して友人、近隣の方の面会を自
由な事をお伝えして頂いています。
友人、近隣の方の面会が有ります。

皆で出来る体操やレクを行い　　利用者さん
が　触れ合える様支援しています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家　2号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

必要に応じてご本人、ご家族さんより要望等
が有ればフォロー支援に努める。
退去支援加算を初めて行いました。

利用者さん一人ひとりの想い、希望、意向を
把握して日々の生活に生かしています。
判断が困難時には家族さんと相談しケア支
援を考えています。

ご家族、ご本人から今までの生活歴や健康
状態を聴き情報収集し把握に努め、入居後
には、アセスメントを行いモニタリングを定期
的に行う事でこれまでの暮らしを把握する様
に努めています。

アセスメントを実施しモニタリングを行う事で
これまでの状態を総合的に把握するように努
めています。

統合したケアが出来る様、各ユニットでミー
ティングを行いミーティングノートを活用す
る。モニタリングは、3ヶ月に一度行いそれを
基にして介護計画を作っています。

日中記事、夜間記事、経過記録と日々の様
子や変化を記入し職員が共有し介護計画の
見直し等に役立ています。

ご家族の状況や都合に応じて受診の付き添
い、外出支援を行っている。
キーパーソンが遠方の方には電話でお話を
優先的に行っています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家　2号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

買い物際一緒に出掛け欲しい物を選んで頂
いたり、ユニット毎に外出、外食を支援をして
います。

内科医と協力医療機関契約を交わし月に1，
2回の受診を行っています。その他の医療機
関にもご家族さんと協力し受診できる様に支
援しています。

週に一度看護師の訪問を受け利用者さんの
健康管理を行う医療連携を行っています。

退院後 受け入れ可能な状況か家族や医療
機関から状況を収集したり受け入れ後の対
応の仕方を医療関係者から指示を仰ぐ様に
しています。

重度化した場合には入居時、後に医師の確
認を頂きそれに伴って支援を行う。
看取りに関しても入居時に方針説明を行って
いて希望が有ればターミナルケアを致しま
す。

事故対策マニュアルを目に付く所に掲示、そ
れに従って行動している。支援に付いて常に
カンファレンスの取れる体制です。今後は、
定期的に応急手当、初期対応の訓練を行い
たいと考えます。

防災訓練を年に二回実施し一回は夜間想定
で行う。
自治会さんの訓練に参加も出来ます。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家　2号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

個人情報に関する書類は施錠し保管。
掲示物、写真、生年月日などは家族さんより
承諾を頂いて掲示等を行っています。

自己決定できる様に手助けしたり、想いや希
望を表出できる様に話に耳を傾けたりするよ
うに心掛けている。

入浴や外気浴などを無理強いしないで本人
の要望に合った支援をし本人の気持ちを最
優先する事を心掛けています。

入浴後の服装がパターン化しない様に気を
付けて支援しています。
定期的に美容師さんに来設頂きカットなどを
行って頂く、ヒゲそりは習慣付けて行付て頂く
様にしています。

サラダを混ぜたり、玉ねぎの皮をむいたりし
て頂き出来る範囲で手伝って頂く支援をして
います。　　　食後の食器吹きは、毎回お手
伝いをお願いしています。

飲み込みの悪い方には水分にトロミを付けた
りミキサー食にしたりして状態に合わせて提
供しています。食事摂取量、水分摂取は介
護記録に残し日々の管理に努めています。

食後に出来る方は見守りながら行い、支援
の必要な方は職員による支援のもと行う。入
れ歯の方は預かり消毒洗浄を行う。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家　2号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

尿意、便意の無い方でも時間でトイレ誘導し
なるべくトイレにて排泄出来る様に支援して
います。

日々の体操、歩行訓練、散歩と身体を動か
す時間を設け、水分量、食物下剤で調整を
行っています。

週2回行い順番はその日の体調にも考慮し
て入浴して頂く　湯船に浸かる事が難しい方
はシャワー浴にして頂ています。

昼夜逆転し無い様に、レクレーションや外気
浴などに参加をなるべくして頂く様に支援し
て　寝具も定期的に陽に干す様にしていま
す。

薬管理は、職員が行い与薬前には、日付、
名前を確認後、手の平もしくは口の中に入れ
て飲み込むのを確認します。処方箋の記録
を残し一人ひとりの症状の変化を気にし確認
にしています。

出来る事、遣りたい事配慮したうえで洗濯物
干し、畳み、食器吹き、モップ掛け等のお手
伝いを行って頂いている。散歩、ボール投
げ、早口言葉など様々なレコが出来る様に
支援しています。

天気の良い日には外気浴をし体調に合わせ
て散歩に出掛けた気分転換をして貰ってい
ます。　　　　本人の希望が有れば買い物支
援も行います。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家　2号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

小口現金規定にて管理し買い物に行ける方
には職員同行にて買い物支援に努める。
現金管理は、管理者のみの金庫管理を行っ
ています。

電話は、希望が有れば使用できます。中に
は月に2回電話でお話をしている方も居りま
す。手紙に関しても要望が有れば支援いたし
ます。

平屋建てでホールは、天井が高く、明るく
ゆったりとした空間がある。入居者のレクの
写真や季節に合わせた掲示物を貼り居心地
の良い空間を作っています。

残存機能を活かし出来る事はなるべく自分で
行って頂き出来ない事を支援し見守り、声掛
けを行っています。

ホールには、ダイニングテーブルとソファーが
設置してある。
建物外には、ベンチチェアーを置き天気の良
い日にはそこに座り外気浴をしたりリハビリ
体操やボール遊びを通じて他館の方との交
流の場でもあります。

自宅で使用うしていた物や馴染みの物を
持って来て頂き使用して頂いています。

18/27



平成 29 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○
○

○ ○

○
○

○
○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2276600398 グループホーム福田の家は、田園風景の中にポツンと建っている平屋建てで開放感に満ちて
います。周囲には実の成樹が　四季を感じさせてくれ草花が植えて有り見る目を楽しませてい
ます。天気の良い日は、外気浴を楽しみリハビリ体操、歌や踊り、散歩など健康と気分転換を
兼ね他館の方と交流を深めながら楽しんでいます。定期的に発行される『福田だより』を通じ
て自治会の皆さん、ご家族さんと交流を深めています。
『その人らしく　安心して　過ごせる家』を目指しております。

法人名 都メディカル有限会社

事業所名 グループホーム福田の家 3号館

所在地 静岡県磐田市東小島260

自己評価作成日 平成29年6月10日 評価結果市町村受理日 平成29年9月26日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2276600398-00&PrefCd=22&VersionCd=022 鮮やかな黄色と緑のポップ感漂う看板が欧風パン屋のようなイメージで「楽しそう」との印象の
外観をもつ事業所です。玄関先のベンチで職員に手渡された煙草に火を点し、満足そうに煙
をくゆらせる男性利用者の姿が、理念「その人らしく　安心して　過ごせる家」を十二分に体現
していて、「その人の生い立ちを理解するように」と管理者が常に言ってきかせていることが実
を結んでいることが覗えます。「残業はしないように」「休憩は１時間とるように」と働きやすい
環境をつくり、「介護に正解はないから…」として、資格や経験に頼らず皆で話し合い総意で取
り掛かることを旨としているためか、朗らかで伸び伸びとした振舞の職員が多いように映りま
す。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成29年8月22日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（グループホーム福田の家 3号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

グループ全体の理念は、『福祉・介護サービ
スを提供し、高齢者の生活を支えると共に地
域の雇用を守り、社会の安定に貢献しま
す。』と有ります。福田の家では『その人らしく
安心して　過ごせる家』をあげサービスを提
供しています。

地域の人に運営推進会議に参加して頂き意
見を聴いて頂いたりお話し頂いたりして繋が
りを深めていき　自治会行事に参加させて頂
いています。

運営推進会議の中で認知症について説明し
話し合って理解をして頂いています。

会議には、利用者さん家族、2地区の自治会
役員様、包括、市福祉課の方々の協力を得
て2ヶ月に1回開催し、施設の現況報告をし
皆さんから意見や質問を聴きながら今後の
運営とサービス向上に役立てています。

館長が　定期的な連絡会議に参加した際に
困った事や問題点を相談しアドバイス等を頂
いてきている様です。

グループ全体で『身体拘束0❢』をあげてい
る。　朝9：00～16：00までは開錠し利用者さ
んが 外出したい時などは一緒に出て歩い
て、安全で自由な生活が出来る様に支援し
ています。

県・市の指示に従い　『0宣言』を登録してい
ます。　本部主体の研修内容にも含まれ研
修を行ってもいます。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家 3号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

権利擁護に関しては　取り組みはしていない
が　利用者さんの中で後見人制度を使う方
が、居ると館長から聞いてはいます。

重要事項説明書を掲示し窓口を明確化して
いる。玄関に『意見箱』を設置されています。
利用者さんの日常生活状況は月締めの報告
書として送っています。

毎月1回職員会議を開き職員より報告、意見
を出し合い情報の共有化を図っています。

様々な規定を作成し伝える事で向上心も沸
きたたる様な気持ちには成っています。
『職場環境委員会の職場100番』の設置など
で窓口が広くなっています。

職員は、既定の受講を義務化している。また
内外の研修を受ける機会を確保しています。

同グループ内でのアルバイト、研修はにつで
も受け付けています。
内外の研修を受ける機会を確保しています。

管理者は連絡会議等で意見交換をしていま
す。同グループ内での意見交換をしたりして
反映されています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家 3号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居前にご本人と直接面談した際に色々お
話をし要望等をお聴きする。面談出来なかっ
たらご家族様やケアマネさんより情報を聞き
取る様にしています。

ご家族様とは入居前に時間が有れば直接会
う機会も多くして要望等本人の容態状態をお
聴きします。

協力医、居宅さん、本部責任者のアドバイス
を受ける様にしています。

運営理念を基本に置き支え合う関係を築い
ています。

常に職員と家族の方々と協力し理解しをして
頂き本人にとって最善の対応を考えながら実
践しています。

利用者さんが　友人、知人と施設に入って縁
が切れたのでは無く自由に面会等が出来る
事をご家族様から伝えて頂いています。

職員が利用者さん同士の間に入り円滑、コ
ミュニケーションが上手く取れる様に支援して
います。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家 3号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

相談等が有れば相談に応じています。

利用者さんとのコミュニケーションを大切に
し、一人ひとりの想いや意向を把握し日常生
活に生かしています。

入居前、後にご家族様、ご本人様と会話を等
して情報を収集しています。

アセスメントを行いモニタリングを定期的に行
う事でこれまでの状態を総合的に把握するよ
うに努めています。

月初めの1週間ミーティングを開いてカンファ
し合い意見を出し合いそれを基に介護計画
等も考えています。

個々の介護記録に気付いた事、様子を詳細
に記録し今後の介護計画に生かす。

家族付き添いの通院などで家族様の都合の
悪い場合には　職員が代わりに付き添う事も
有ります。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家 3号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

希望が有れば職員同行で買い物に行き自分
好みで買い物が出来る様に支援していま
す。

大橋医院と協力医療機関契約してあり、密
接な関係である。また、本人・御家族が希望
する馴染みの医療機関でも受診できるよう支
援している。

週に1回の看護師による医療連携が有り　利
用者さんの状態、体調管理をして頂いていま
す。　　状態を説明し指導、指示を仰ぐ時も有
ります。

入院に当たっては、入院先の担当者と情報
交換を行いスムーズに治療を受ける。退院ご
の対応等を相談、確認を行う。入院先に面会
に行き状態の把握をする。

入居時に『看取りに向けた方針』の説明をし
承諾書に署名、捺印を頂いております。
医師から『終末期を迎える』言われた方にも
看取り加算等の説明をし対応をしています。

事故対策、急変時の対応マニュアルが有り
研修の中でも取り入れされています。

年に二回の防災訓練を行い内1回は、夜間
想定で行う。別に水害避難についても取り入
れています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家 3号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

入居者の言動を否定する事がないように、ま
ずは、入居者の言葉に耳を傾けるようにして
います。

入居者が自己決定出来るように手助けした
り、自己決定を否定することがないように、話
に耳を傾けるようにしている。

入居者を最優先に行う事を心掛け、希望が
あれば、その都度希望に添った支援をしてい
る。

家から持参頂いた衣類等を季節に合う様に
選んで頂き着用頂いています。

野菜の皮むきや食器洗い、拭きを一緒に
行ったり手伝って頂いています。

その人の状態に合わせてバランス良く考えな
がら行っています。水分も定期的以外にお茶
で無く味の付いた経口水などを補給していま
す。

食後のウガイは、個々の違いは有りますが
行う。夕食後には、義歯を預かり消毒を一晩
ています。

25/27



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家 3号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

以前は、排泄チャックが　有りましたが現在
は時間または　ご本人の意識（行きたい気持
ち）を大事にしています。

運動や食事などを一人ひとり工夫し、予防に
取り組んでいる。

週2～３回入浴を行うようにしている。一人で
の入浴を希望する方には、個浴を提供した
り、入浴の順番は、入居者の身体状況に合
わせて支援している。

高齢の方とか体調に合わせて時間を決めて
横に成って頂き　昼間飽きない様に職員が
レク等を工夫しています。

薬の管理は職員が行っており、手渡しをし、
内服したのを確認している。処方箋の記録を
残し、一人ひとりの症状の変化の確認に努
めている。

出来る事、やりたい事を配慮したうえで洗濯
物干し・洗濯物たたみ・食器拭き・編み物・ぬ
りえ等が楽しく出来るよう支援している。

天気の良い日には外気浴を楽しんだり、利
用者さんの身体の状態に合わせて、散歩の
支援をしています。
本人の希望があれば、買い物の支援もして
います。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム福田の家 3号館）

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

高額な金額は、管理者の下で管理していま
す。　中にはお金持参していないと…方はご
家族の了解のうえで少々のお金を持ってい
ます。

電話の取次ぎ等は　利用者さんの状態で対
応しています。

平屋建てで天井が高く、明るく、ゆったりとし
た空間がある。
利用者さんの写真や皆で制作した季節に合
わせた物などを掲示しています。

残存機能を生かし、無理せず行って頂き　出
来ない事のみを支援・見守り・声掛けを行っ
ています。

ダイニングテーブルとソファーが置かれてい
る。ホーム前の広場にはベンチを設置し、入
居者が一緒に集まる場となっています。

自宅でご自分が使っていた物を持つて来て
頂いたり慣れ親しい物などご自由に置かれ
ています。
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